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1. 平成28年7月期第3四半期の業績（平成27年8月1日～平成28年4月30日）

※平成28年2月1日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1株当たり四半期
純利益を算定しております。

(2) 財政状態

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年7月期第3四半期 3,549 △14.0 239 △34.5 239 △35.0 169 △28.7
27年7月期第3四半期 4,128 21.9 366 120.8 368 118.3 238 103.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年7月期第3四半期 95.63 ―
27年7月期第3四半期 134.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年7月期第3四半期 5,268 3,220 61.1
27年7月期 5,107 3,133 61.4
（参考）自己資本 28年7月期第3四半期 3,220百万円 27年7月期 3,133百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※平成28年2月1日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成28年7月期(予想）の1株当たり期末配当金につきましては、当該株式
併合を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。株式併合を考慮しない場合の平成28年7月期（予想）の1株当たり期末配当金は
3.5円となり、1株当たり年間配当金は7円となります。詳細につきましては「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年7月期 ― 4.00 ― 5.00 9.00
28年7月期 ― 3.50 ―
28年7月期（予想） 17.50 ―

3. 平成28年 7月期の業績予想（平成27年 8月 1日～平成28年 7月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
※平成28年7月期の通期業績予想における1株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。株式併合を考慮しない場合の平成28
年7月期の通期業績予想における1株当たり当期純利益は18円57銭となります。詳細につきましては「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」
をご覧ください。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 △7.6 248 △20.9 250 △21.8 165 △26.5 92.83



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(3) 発行済株式数（普通株式）

※平成28年2月1日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に当該株式併合が実施されたと仮定し、期末発
行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年7月期3Q 1,798,800 株 27年7月期 1,798,800 株
② 期末自己株式数 28年7月期3Q 21,469 株 27年7月期 21,403 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年7月期3Q 1,777,377 株 27年7月期3Q 1,777,403 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する

四半期レビュー手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
1. 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「１. 当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
2. 平成28年2月1日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。なお、株式併合を考慮しない場合の平成28年7月期の配当予想及び業績
予想は以下のとおりです。
(1)平成28年7月期の配当予想

１株当たり配当金
期末 3.5円

(2)平成28年7月期の業績予想
１株当たり当期純利益

通期 18円57銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、底堅い動きであった個人消費に停滞感が見られたものの、雇用・

所得環境や企業収益については改善が見られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。

このような状況のなか、当社は海外事業の強化、ソリューションビジネスの拡大に取り組んでまいりました。

当第３四半期累計期間における売上高につきましては、製袋自動包装機及び大型包装システムの販売実績が減少

したことから、前年同期に対し579百万円減収の3,549百万円(前年同期比14.0%減）となりました。

利益面につきましては、販売費及び一般管理費は前年同期より減少したものの、減収に伴い売上総利益が減少し

たことから、営業利益は239百万円(前年同期比34.5%減)、経常利益は239百万円(前年同期比35.0%減)、四半期純利

益は169百万円(前年同期比28.7%減)と前年同期に対し減益となりました。

当社は、自動包装機械製造事業の単一セグメントでありますが、単一セグメントを品目別に分類した場合におけ

る品目別売上高の概況は次のとおりであります。

給袋自動包装機は、高機能機種の販売台数が増加したことから、売上高は2,123百万円(前年同期比11.7%増)とな

りました。

製袋自動包装機は、販売台数が減少したことから、売上高は245百万円(前年同期比63.1％減)となりました。

包装関連機器等は、大型包装ラインの販売実績が減少したことから、売上高は264百万円(前年同期比61.3%減)と

なりました。

保守消耗部品その他につきましては、保守案件の実績が増加したことから、売上高は915百万円(前年同期比4.0%

増)となりました。

なお、当社の各四半期の売上高は、受注案件の売上計上時期の偏りと高額案件の有無等により、大きく変動する

傾向にあります。一方、販売費及び一般管理費は比較的変動が少ないことから、利益につきましても、売上高に大

きく影響されることとなり、各四半期の業績は大きく変動する傾向があります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は4,312百万円となり、前事業年度末に比べて157百万円増加い

たしました。この主たる要因は、現金及び預金が519百万円減少したものの、売上債権及びファクタリング方式によ

り譲渡した売上債権の未収額の合計額が510百万円増加したこと、棚卸資産が157百万円増加したこと等によりま

す。

固定資産につきましては、当第３四半期会計期間末残高は955百万円となり、前事業年度末に比べて4百万円増加

いたしました。この主たる要因は、有形固定資産が29百万円減少したものの、投資その他の資産が42百万円増加し

たこと等によります。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べ161百万円増加し、5,268百万円となりました。

（負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は1,944百万円となり、前事業年度末に比べて67百万円増加いた

しました。この主たる要因は、未払法人税等が96百万円減少したものの、前受金が177百万円増加したこと等により

ます。

固定負債につきましては、当第３四半期会計期間末残高は103百万円となり、前事業年度末に比べて6百万円増加

いたしました。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べ74百万円増加し、2,048百万円となりました。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産の残高につきましては、利益剰余金の増加等により、前事業年度末に比

べ86百万円増加し、3,220百万円となりました。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年７月期通期の業績予想につきましては、平成27年９月１日発表「平成27年７月期決算短信[日本基準]

（非連結）」の業績予想値から変更はありません。
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２．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年７月31日)

当第３四半期会計期間
(平成28年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,142,790 1,623,390

受取手形及び売掛金 1,007,790 1,424,006

仕掛品 432,897 447,532

原材料及び貯蔵品 315,461 458,362

未収入金 149,302 270,536

その他 107,363 88,816

流動資産合計 4,155,606 4,312,645

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 464,987 443,943

土地 298,125 298,125

その他（純額） 32,485 23,733

有形固定資産合計 795,597 765,802

無形固定資産 54,856 46,212

投資その他の資産 100,958 143,564

固定資産合計 951,412 955,579

資産合計 5,107,019 5,268,225

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,131,783 1,198,786

未払法人税等 99,462 2,957

賞与引当金 - 60,634

役員賞与引当金 16,950 -

製品保証引当金 11,947 13,272

受注損失引当金 38,750 18,187

その他 577,434 650,336

流動負債合計 1,876,328 1,944,175

固定負債

退職給付引当金 36,332 37,033

役員退職慰労引当金 60,550 66,800

固定負債合計 96,882 103,833

負債合計 1,973,210 2,048,008

ゼネラルパッカー株式会社（6267）平成28年７月期　第３四半期決算短信（非連結）

- 4 -



(単位：千円)

前事業年度
(平成27年７月31日)

当第３四半期会計期間
(平成28年４月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 251,577 251,577

資本剰余金 282,269 282,269

利益剰余金 2,600,193 2,694,617

自己株式 △20,054 △20,134

株主資本合計 3,113,984 3,208,329

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 19,824 11,887

評価・換算差額等合計 19,824 11,887

純資産合計 3,133,808 3,220,216

負債純資産合計 5,107,019 5,268,225
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成26年８月１日
至 平成27年４月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年８月１日
至 平成28年４月30日)

売上高 4,128,909 3,549,235

売上原価 2,942,945 2,534,036

売上総利益 1,185,963 1,015,199

販売費及び一般管理費 819,700 775,425

営業利益 366,262 239,774

営業外収益

受取利息 255 425

受取配当金 136 261

仕入割引 1,090 1,001

設備賃貸料 2,400 -

助成金収入 471 1,187

その他 2,212 1,568

営業外収益合計 6,567 4,445

営業外費用

支払利息 1,688 1,839

為替差損 - 1,936

その他 2,252 770

営業外費用合計 3,940 4,546

経常利益 368,889 239,672

特別利益

固定資産売却益 64 -

特別利益合計 64 -

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税引前四半期純利益 368,953 239,672

法人税、住民税及び事業税 178,023 37,900

法人税等調整額 △47,282 31,808

法人税等合計 130,740 69,709

四半期純利益 238,213 169,963
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社は、自動包装機械製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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